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手取川上流・鴇ケ谷の地質
大村一夫＊
GeologyoftheTogatani,IshikawaPrefecture,
CentralJapan.
KazuoOoMuRA
(ReceivedOct.20th,1964)
Thissummer,thewriterhadmadesurveysoftheso-calledGGTB加γiGj'O"''attheToga-
taniandtheAkatanivalleysinthetributariesoftheUshikubi-gawa(theupperreachesof
theTetori-gawa)．HeregardsfollowingfivecharacteristicelementsofthisGroupinthese
valleys.
1)theso-called"Tg加γjG"O"''containsfiveformations.
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2)TheGo""伽aFOww""0"Containsbrecciatedcrystallinecobblesandbouldersatthe
AkataniandthevicinityofGomijimahamlet(itisthetype-locality);however,thesecobbles
couldnotbeseenattheTogatani.
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Atthetype-locality,thereareabundantlybouldersoveronemeterindiameter･Atthe
Togatani,thelayerhassmallerandmoreroundedonesthanthoseofthetype-locality(40x
70cminsize).AttheAkatani,thelayerhassmalleonesthanthoseoftheabovementioned
twolocalities(10×20cminsize).
3)IntheK"""""Fo""""o",thewriterdiscoveredmenyplantfossilsandmolluscan
shells.AtTogatani,thisformationshowsthesandstonelayersexcellentlyatthemiddlepart,
andthesecharacteristicelementsresembletheA""""FOγ"､α伽〃layers・Andthisformation
isverythick,soheconsideredthatitmightberepeatedlyshownbythesomecrustalmove-
rnent、
4)ThealernationsofblackshaleandsandstonelayersarefoundintheupperreaChes
oftheAkatani・ThewritercorrespondstheselayerstotheO"c"〃α"jFFoγ籾α加犯bythe
rockcharactersoftheshalelayers.
5)ThebasalpartoftheR"yO"e(=O"0伽"jR"OI"eofthelateCretaceousage)is
foundintheuppermostreachesoftheAkatani.Fig.5showsthatthebasalconglomeratic
mudflowcontainsathincoarsesandostonelayer(40cminthicknessat90cmfromitsbase-
ment・Andthebasementofthemudflowlayershowstheparallelbeddingplaneofthe
へ
OWc〃伽"iFFoγ柳α伽".So,thewriterconsideredthattheRhyoliticrookswerenottheintrusive
rocksinthisarea,atleast.
1：緒言
後期中生代堆積物である，いわゆる、手取層群、は手取川上流に広い分布を示す。
筆者は今夏，牛首川（手取川上流）の支流である鴇ケ谷，赤谷の調査を行った。調査の結果，谷
峠付近に分平する流紋岩類（面谷流紋岩類）は貫入岩でないこと，及び、手取層群、は大道谷層堆
積後において地殻変動（白亜紀末～第三紀初期？）を受けていることを知った。詳細は今後の調査
ではっきりさせたい。
調査には1/5000森林基本図を複写使用した。
本報文作製に当っては，終始松尾秀邦助教授の御指導をいただいた。厚く御礼申し上げる。
2：地層の概要
本調査地域では，下位より次の地層が認められる。
飛騨片麻岩類・五味島礫岩層・桑島互層・赤岩砂岩層・大道谷層・流紋岩類（面谷流紋岩類）及
び第三紀被覆岩である安山岩類である。
A)飛騨片麻岩類
本調査地域での基盤を構成し，牛首川沿いに発達する。各所で多数の断層，岩脈が見られ，その
為に片麻岩類は著るしく乱れている。また，石墨粒を含むレンズ状の結晶質石灰岩を有する。
B)五味島礫岩層
〔層厚〕鴇ケ谷においては50m～60m,赤谷においては2～3mである。
〔岩質〕本層は，手取川流域においては、手取層群建の基底をなす礫岩層である。
模式地は牛首川流域の五味島部落付近である。ここでは本層の下部が露出し，直径1mを越す亜
角礫が多い。礫の種類は結晶質石灰岩礫が特に多く，次いで片麻岩類の礫が目に付く。
鴇ケ谷では，鴇ケ谷部落の西，下田原へ到る林道切割に見られ，上限及び下限の状態が観察でき
る。飛騨片麻岩類とは起伏を有する面（恐らく侵蝕面であろう）で接する。その接触部は不明瞭
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で，一見本層の礫が片麻岩類にくい込んでいるように見える。（図4）
本層の礫は下位の片麻岩類からもたらされたものであり,40×70cmの亜角礫が多く，淘汰状態は
悪い。
模式地と比較すれば礫は小さく，丸味を増し，淘汰作用はより良い状態である。
鴇ケ谷では埜底の片麻岩類にレンズ状の結晶質石灰岩を有するが，本層中の礫には結晶質石灰岩
礫を見かけない。鵜ケ谷での本層の東端部（断層により飛騨片麻岩類と接する部分）は風化のた
め，固結部が脆く，径3～15cmの良く水磨を受けた円礫を容易にとり出すことができる。
上位の桑島互層とは整合関係で接する。その接触部は砂質を示し，桑島互層の黒色頁岩層と容易
に区別できる。
赤谷においては，本層の分布はせまい。ここでは結晶質石灰岩礫が多く，礫の大きさは5～20cm
の亜角礫である。
C)桑島互層
〔層厚〕鴇ケ谷においては1000m,赤谷においては370mを示す。
〔岩質〕本層は砂岩・頁岩の互層から成り，砂岩が優勢である。
頁岩層は雲母を多量に含む砂質の部分が多い。頁岩層の色は暗褐色～黒色を呈し，砂質岩層は剥
離性に乏しく層理の発達も良くない。
砂岩層は中～粗粒で硬く，灰白～暗灰色を呈し，よく水磨された径2～5cmのチャー トの円礫を
含むことが多い。礫を含む部分は赤岩砂岩層の砂岩と区別し難い。
頁岩・砂岩が10～30cmの互層を示す部分に植物化石を産出する。貝化石は頁岩層に産出し，層厚
15cmの層状を呈する。
鴇ケ谷では本層中部に厚い含礫砂岩層が存在し，太い筆でかきなぐった様な黒色炭質物を産出す
るが鑑定に耐える植物化石はない。
この炭質物は赤岩砂岩層中によく見られるので，付近に岩脈が密集していることから，断層によ
り赤岩砂岩層がくり返し露出しているのではないかとも考える。
本層上部に当る，下田原部落入口の赤褐色を示す砂質頁岩は，大道谷1)上流に見られる大道谷層
中の赤褐色凝灰質細粒砂岩によく似ている。下田原付近でも断層及び岩脈が見られるので，ここで
も断層による地層のくり返しが考えられる。
鴇ケ谷での本層の走向はN40｡～70｡W,傾斜は20｡～50｡SWを示し,赤谷では走向N100～30｡W,
傾斜は200～30.SWを示す。
本層中の動物化石産出地は3ケ所存在し，植物化石産出地も3ケ所確認できた。
動物化石産出地
1）鴇ケ谷部落の西南1300m
CO76jc”asl.(殼幅1～2cmの小型）を含む頁岩層は層厚15cmを示し，その上位50cmのと
ころにOs""sl.(殼長2～3cm)を含む砂質頁岩層がある。
2）鴇ケ谷部落の西南1400m
Coj'bic@Wsp.(殼幅5mmの微小型）を含む薄層が黒色頁岩層中に産出する。
3）赤谷・西島トンネル西口
Coγ腕c"Ias'.(殼幅1～3cm)を産出する頁岩層が10cmの層厚を示している。
植物化石産出地
1）鴇ケ谷部落西南800m、ボコ川、にかかる橋付近
頁岩，砂岩の互層(各々10～30cmの層厚を示す）のいずれにも保年の良い植物化石を産出す
一一一
1）赤谷の南に位置し，赤谷にほぼ平行に北東に流れ，白峯で牛首川に合流する。





